
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界
中
に
猛
威
を

振
る
い
、
日
本
全
域
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
三

月
以
降
の
様
々
な
行
事
や
会
議
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
解
除
と
な
っ
た
今
で
も
慎
重
な
行
動
、

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

六
月
に
入
り
、
新
緑
の
色
増
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
を
過

ぎ
る
と
い
よ
い
よ
暑
い
夏
を
む
か
え
ま
す
。 

施
設
で
は
、
こ
ま
め
な
居
室
の
室
温
管
理
等
に
よ
り
熱

中
症
予
防
に
努
め
、
厨
房
で
は
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
食

中
毒
に
十
分
注
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
家
族
の
皆
様
も
健
康
に
十
分
に
ご
留
意
さ
れ
、
面
会

が
で
き
る
時
期
に
は
ご
案
内
を
致
し
ま
す
の
で
、
も
う
少

し
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 家
族
会
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た 

六
月
五
日
（
金
）
に
家
族
会
役
員
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
家
族
の
皆
さ
ん
の
面
会
を
未
だ
に
中
止
し
て
い
る

中
で
、
本
年
度
は
役
員
会
の
み
を
開
催
し
、
新
年
度
の
役

員
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
き
、
決
算
予
算
に
つ
い
て
も
ご

確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た

施
設
の
清
掃
な
ど
の
作
業
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
職
員
で
お
い
お
い
と
間
に
合
わ
せ
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

役
員
会
で
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
事
項
は 

 

・
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
に
つ
い
て 

 

・
令
和
二
年
度
年
会
費
に
つ
い
て 

 

・
令
和
二
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い
て 

 

・
役
員
の
選
出
に
つ
い
て 

以
上
で
す
。 

 
 

 

※
年
会
費
は
、
通
常
の
と
こ
ろ
千
二
百
円
で
す
が
、

本
年
度
は
五
百
円
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

役
員
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）
太
字
は
新 

会 

長 

六
川
寿
一 

（
飯
山
市
） 

副
会
長 

田
中
正
巳 

（
木
島
平
村
） 

監 

事 

徳
竹
孝
之 

（
山
ノ
内
町 

支
部
長
兼
務
） 

 

〃 
 

小
松
泰
人 

（
木
島
平
村 

支
部
長
兼
務
） 

支
部
長 

萩
原
豊
久 

（
中
野
市
） 

支
部
長 

山
田
英
雄 

（
飯
山
市
） 

 

〃 
 

徳
竹
孝
之 

（
山
ノ
内
町
） 

 

〃 
 

小
松
泰
人 

（
木
島
平
村 

野
沢
・
栄
含
む
） 

 

田
植
え
を
行
い
ま
し
た 

五
月
二
十
七
日
（
水
）
に
、
中
庭
の
特
設
田
ん
ぼ
で
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。
大
勢
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、「
昔
取
っ
た
杵
柄
」、
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
楽
し
く

上
手
に
田
植
え
が
で
き
ま
し
た 

                                         

望
岳
荘
だ
よ
り 

令和２年 

6月10日 



五
月
誕
生
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

五
月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
十
二
名
の
皆
さ
ん
の

誕
生
会
を
、
五
月
二
十
八
日
（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

五
月
生
ま
れ
の
利
用
者
は
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
も
い
て
、
皆
さ
ん
も
目
標
に
、

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

    

す で い ろ ぞ 勢 が ん さ 皆 の 名 ２ １ 

   

菖
蒲
は
た
き 

六
月
四
日
（
木
） 

 

近
く
の
稲
荷
地
区
の
子
供
た
ち
が
夕
方
来
荘
し
、『
菖

蒲
は
た
き
』
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
荘
内
に
入

ら
ず
、
中
庭
に
て
行
い
、
食
堂
か
ら
見
学
し
ま
し
た
。 

             

行
事
の
お
知
ら
せ 

【
六
月
中
旬
～
七
月
】 

六
月 

十
二
日 

村
民
生
委
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
午
後
） 

十
五
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

 

（
午
後
） 

十
七
日 

書
道 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

十
九
日 

動
物
ふ
れ
あ
い
訪
問
（
秋
に
延
期
） 

二
十
五
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
六
日 

誕
生
会
・
バ
イ
キ
ン
グ
食 

（
昼
） 

〃 
 

防
火
避
難
訓
練 

 
 

 

（
夕
方
） 

七
月 

 

一
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 
 

 

三
日 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
昼
） 

六
日 

手
工
芸 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

七
日 

七
夕 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

九
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

 

（
午
後
） 

十
五
日 

書
道 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

 

（
午
前
） 

 
 

 
 

喫
茶
・
食
事
委
員
会 

 

（
午
後
） 

二
十
二
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

二
十
七
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

三
十
日 
リ
ハ
ビ
リ
指
導 
 

 
 

（
午
後
） 

 

三
十
一
日 
夏
ま
つ
り 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

  
 

お 

知 

ら 

せ   
 

☆ 

望
岳
荘
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て 

七
月
三
十
一
日
（
金
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
望
岳
荘

夏
ま
つ
り
は
、
本
年
度
は
利
用
者
と
職
員
の
み
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
大
勢
の
皆
様
に
一
斉
に
施
設

内
に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
未
だ
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

☆ 

衣
類
に
つ
い
て 

す
で
に
春
夏
物
衣
類
に
交
換
し
て
い
た
だ
い
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方
は
交
換

を
お
願
い
し
ま
す
。
受
付
で
職
員
が
申
し
受
け
ま
す
。 

 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
六
月
二
十
二
日
（
月
）
に
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

☆ 

面
会
に
つ
い
て 

 
 

玄
関
や
受
付
け
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
で
き
る
よ
う
、

方
法
を
工
夫
し
て
、
再
開
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。 

 
 

決
ま
り
し
だ
い
連
絡
を
し
ま
す
。 


